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１.構成・期間

１



（１）尾道の強みを活かした持続可能なまちづくり

 人口減少や少子高齢化が進展する中、社会情勢の変化に対応しながら、

「まち」の強みや魅力、将来の見通しや考え方（ビジョン）を戦略的に示す。

（２）実効性のある計画

①「尾道市まち・ひと・しごと創生総合戦略」と一体化した計画の作成

 総合戦略を総合計画の中に位置づけ、一体的に示す。

 人口動向分析や将来人口推計も踏まえた内容とする。

２.策定における考え方

２
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平成27年度平成28年度平成29年度平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

第2期尾道市まち・ひと・しごと

創生総合戦略（5年）

第1期尾道市まち・ひと・しごと

創生総合戦略（5年）
2年間

延長

尾道市総合計画基本構想（10年）

次期総合計画

総合戦略と

一体化



（２）実効性のある計画

②市民参画による計画策定

 多様な市民参加の機会を設け、様々な市民や事業者等の意見を踏まえた

計画づくりを行う。

③成果を評価できる計画（個別計画との整合・一体化）

 各種取組における目標を明確にして、目標の共有と的確な成果の評価に

つなげる。

２.策定における考え方

３

【資料２】議案第１号 次期総合計画策定に向けた考え方（案）



（１）市民に分かりやすく伝える計画

（２）総合計画と個別計画の関係性が明確化され、市職員の共通認識が

醸成される計画

※参考：現計画（一部抜粋）

３.完成イメージ

４

• 政策分野ごとに、現状、
課題、今後の基本方針、
施策目標、事業を具体的に
記載。

• 一方、文章量が多いため、
読みづらく、興味を引き
にくい?
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